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· 出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜外来患者様情報＞

・我満　奈津紀様～本日、退院後初受診となっているが、予約時間を過ぎても来院されず、
　　　　　　　　　本人様携帯電話に連絡するも、出られず。訪問看護　五福に連絡し、
　　　　　　　　　緊急訪問実施。訪問すると、本人様出られ「忘れてました」と話し、
そのまま来院し、診察受けている。最近の家での状況としては、服薬管理がどうもうまくできない事などが指摘されていたようである。診察時の様子としては、それなりに落ち着いてはいる。家事は行っているという。今は眠気の方もなくなってきているという。今回、処方に関して、デポ剤も提案するが、拒否的である。処方は、サインバルタ、クエチアピン中止し、オランザピン追加している。オランザピン使用して簡素化していく。本人と話し合って、訪問看護は終了していく事とする。
・赤松　翔太様～前回の血液検査結果について説明している。糖尿病に関して引き続き注意していくよう伝えている。体調面では良好である様子。家での農業の仕事を続けており、ナスなどの栽培や草刈り等もやっていると話す。幻聴などの症状もなく、夜間睡眠もとれている。接触性も良い。
・村上　元道様～最近の調子についてはだいぶ良くなったという。仕事の方も、チラシつくりをしたりゴボウの商品化ネーミング等もしていたと話す。意欲を持ってやっているという。気分面では、落ち込みはなく高揚気分もないようである。夜間睡眠もとれている。今後、仕事は忙しくなる事は考えられるので、自身で気を付けて調子を見ていきたいと話している。次回、6/26セット３、糖セット、バルプロ酸ナトリウム血中濃度採血検査予定となっている。
・鈴木　知子様～デイケアは続けて行っているが、体調面で下肢が痛むことがあったりして、動きはあまりよくなかったと話している。周囲の人の眼が気になる事はあるが、職員に話を聞いてもらうことで落ち着いている。あまり話を出来る利用者が居なくなった、と嘆いているが、精神症状面では落ち着いている。夜間睡眠もとれている。
・市澤　信行様～この1週間は、落ち込が生じることは何回かあったが、希死念慮についてはなかったようである。母親の所に1度行ってきた。夜間睡眠はいつも通りにとれていると話している。普段は読書はしていて、ファンタジーものなどを好んで読んでいる。下肢の疼痛は軽減しているようである。処方は半夏厚朴湯エキスが中止となり、抑肝散が増薬となっている。
・田端　香織様～最近の調子について、夜間睡眠はよくとれている様子。デイケアでは、英語や漢字を問題集で行っているようだ。精神症状面では幻聴は同様にあるという。「頑張れ」等の言葉が多い。身体面では、足や背中、頭が痛くなることは時々あると話している。家では借りてきたデイズニーやお笑いなどのDVDをよく見ている。8月に採血をしていく。
・八木橋　牧雄様～最近の様子としては、変わりはなく八戸赤十字病院での治療も継続していて体調もまず保たれている。夜間睡眠もとれていて食事摂取も多くはないができている。デイケアも続けて活動できている。人数が多すぎて面食らう事はあるが、何人かとよく話が出来ることはあるという。
・松村　勉様～最近の調子については変わりなく落ち着いていたようである。普段は、デイケアの方は続けているところであるが、他の利用者に干渉していて注意を受けていることはあるらしい。精神症状面では変わりはなく、それなりに安定している。食事は「シーフードのシチューを作った」という。
